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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第102期

第１四半期連結
累計期間

第103期
第１四半期連結
累計期間

第102期

会計期間

自平成25年
 ４月１日
至平成25年
 ６月30日

自平成26年
 ４月１日
至平成26年
 ６月30日

自平成25年
 ４月１日
至平成26年
 ３月31日

営業収益 （千円） 9,683,691 9,844,086 40,928,936

経常利益 （千円） 112,721 143,539 886,761

四半期（当期）純利益 （千円） 50,362 61,652 421,416

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 70,764 170,865 443,360

純資産額 （千円） 10,088,255 10,550,731 10,193,693

総資産額 （千円） 41,381,058 40,878,115 40,689,424

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 2.43 2.98 20.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 24.3 25.8 25.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．上記の営業収益には消費税等は含まれていない。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものである。

（1）業績の状況

　　　　 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が消費税率引上げに伴う駆け込み需要の

反動により下押しされる中、個人消費など一部で回復の動きも見られたが、一方で、緊迫するイラク情勢など海

外のリスク要因が懸念された。

　　　　 当社グループの主要な業務である運輸業界においても、駆け込み需要の反動で輸送量が減少するとともに、燃

料価格の高騰が続くなど厳しい経営環境であった。

　　　　 このような状況のもとで当社グループは、社員一丸となって輸送品質の向上に邁進し、お客様からの更なる信

頼をいただくとともに、運賃改定を最重点課題と位置づけ、適正運賃の収受に努めてきた。また、引越し事業の

強化、３ＰＬ事業など付加価値のある物流の拡販を進めるとともに、コスト面についても傭車料（外注費）や高

速道路使用料、燃油費等の削減にも努めた。

　　　　 その結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は98億４千４百万円（前年同四半期比1.7％増）となり、営業

利益は１億２千８百万円（前年同四半期比21.8％増）、経常利益は１億４千３百万円（前年同四半期比27.3％

増）、四半期純利益は６千１百万円（前年同四半期比22.4％増）となった。

 

　　　　 セグメントの業績は次のとおりである。

　　　 ①貨物運送関連

　　　　 貨物運送関連については、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動の影響等により貨物取扱量は前年同四半

期に比べ若干減少したが、適正運賃収受のため運賃改定に取り組んだ結果、営業収益は93億２千２百万円（前年

同四半期比2.1％増）となった。営業利益は、燃料価格の高騰に伴う燃油費の増加などもあったが諸経費の削減に

努めた結果１億７百万円（前年同四半期比７千３百万円の増加）となった。

　　　 ②不動産賃貸

　　　　 不動産賃貸については、東京に所在する当社保有のビルを賃貸していたが、平成25年10月26日をもって賃貸契

約が終了した。なお、現在入居者を募集中である。

　　　 ③石油製品販売

　　　　 石油製品販売については、商品販売価格の上昇等により営業収益は４億１千４百万円（前年同四半期比10.5％

増）となり、営業損失は１百万円（前年同四半期は２百万円の損失）となった。

　　　 ④その他

　　    その他については、自動車用品販売、フォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでおり、営業収益は１

億６百万円（前年同四半期比11.7％減）となり、営業利益は３千１百万円（前年同四半期比12.1％増）となっ

た。

 

　　（2）財政状態の分析

　　　　　当第１四半期連結会計期間末の総資産は408億７千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億８千８百万

円の増加となった。これは、現金及び預金の増加、受取手形及び営業未収入金の減少等により流動資産が９千１

百万円増加し、投資有価証券の増加等により固定資産が９千７百万円増加したことによるものである。

　　　　　負債については303億２千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億６千８百万円の減少となった。これ

は短期借入金の増加等により流動負債が８億４千６百万円増加し、長期借入金の減少等により固定負債が10億１

千５百万円減少したことによるものである。

　　　　　純資産については105億５千万円となり、前連結会計年度末に比べ３億５千７百万円の増加となった。これは

主に利益剰余金の増加によるものである。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

 

（4）研究開発活動

　　　　　該当事項はない。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,000,000 22,000,000
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数1,000株

計 22,000,000 22,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はない。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はない。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はない。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

　　平成26年６月30日
－ 22,000 － 2,420,600 － 1,761,954

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

る。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,344,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,462,000 20,462 －

単元未満株式 普通株式    194,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 22,000,000 － －

総株主の議決権 － 20,462 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が、１千株含まれている。また、

「議決権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれている。

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

岡山県貨物運送株

式会社

岡山市北区清心町

４番31号
1,344,000 － 1,344,000 6.11

計 － 1,344,000 － 1,344,000 6.11

　（注）当第１四半期会計期間末日現在における所有自己株式数は1,344,389株で、発行済株式総数に対する所有株式数

の割合は6.11％である。

 

２【役員の状況】

　該当事項はない。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,128,514 3,350,592

受取手形及び営業未収入金 6,590,794 6,262,933

有価証券 200,880 201,240

たな卸資産 165,335 200,149

その他 532,098 692,713

貸倒引当金 △32,060 △30,528

流動資産合計 10,585,562 10,677,100

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,962,340 8,845,868

車両運搬具（純額） 1,468,553 1,527,019

土地 15,740,391 15,740,391

その他（純額） 274,010 307,714

有形固定資産合計 26,445,295 26,420,993

無形固定資産 555,947 553,399

投資その他の資産   

投資有価証券 2,652,638 2,782,440

その他 540,589 534,917

貸倒引当金 △90,610 △90,736

投資その他の資産合計 3,102,618 3,226,621

固定資産合計 30,103,861 30,201,015

資産合計 40,689,424 40,878,115

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 3,043,206 2,906,637

短期借入金 8,154,907 8,694,562

未払法人税等 288,663 156,579

賞与引当金 218,985 3,450

その他 2,011,838 2,803,332

流動負債合計 13,717,601 14,564,561

固定負債   

長期借入金 12,293,121 11,483,255

役員退職慰労引当金 169,740 172,364

退職給付に係る負債 3,154,713 2,899,860

資産除去債務 95,217 95,753

その他 1,065,335 1,111,590

固定負債合計 16,778,128 15,762,822

負債合計 30,495,730 30,327,383
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,420,600 2,420,600

資本剰余金 1,761,954 1,761,954

利益剰余金 5,995,357 6,244,682

自己株式 △207,374 △207,374

株主資本合計 9,970,536 10,219,861

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 465,572 551,852

退職給付に係る調整累計額 △266,745 △244,727

その他の包括利益累計額合計 198,827 307,125

少数株主持分 24,329 23,744

純資産合計 10,193,693 10,550,731

負債純資産合計 40,689,424 40,878,115
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

営業収益 9,683,691 9,844,086

営業原価 9,201,085 9,367,948

営業総利益 482,606 476,137

販売費及び一般管理費 376,802 347,298

営業利益 105,804 128,839

営業外収益   

受取利息 3 78

受取配当金 13,527 15,402

受取賃貸料 48,357 45,031

持分法による投資利益 14,252 17,688

その他 14,975 14,676

営業外収益合計 91,116 92,878

営業外費用   

支払利息 81,095 77,212

その他 3,103 965

営業外費用合計 84,198 78,178

経常利益 112,721 143,539

特別利益   

固定資産売却益 25,108 4,491

特別利益合計 25,108 4,491

特別損失   

固定資産売却損 56 -

投資有価証券評価損 2,461 -

特別損失合計 2,517 -

税金等調整前四半期純利益 135,312 148,030

法人税、住民税及び事業税 152,349 165,702

法人税等調整額 △68,323 △80,239

法人税等合計 84,025 85,463

少数株主損益調整前四半期純利益 51,286 62,567

少数株主利益 924 915

四半期純利益 50,362 61,652
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 51,286 62,567

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 19,477 86,279

退職給付に係る調整額 - 22,017

その他の包括利益合計 19,477 108,297

四半期包括利益 70,764 170,865

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 69,839 169,950

少数株主に係る四半期包括利益 924 915
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎とな

る債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込

期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更した。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減している。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が270,295千円減少し、利益剰余金が

270,295千円増加している。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響額は軽微である。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりである。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 341,618千円 348,747千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

    配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 103,293 5  平成25年３月31日  平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

    配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 82,622 4  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物運送
関連

不動産
賃貸

石油製品
販売

計

営業収益         

外部顧客への

営業収益
9,132,101 55,317 375,418 9,562,836 120,855 9,683,691 － 9,683,691

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

7,734 － 756,821 764,555 270,388 1,034,944 (1,034,944) －

計 9,139,835 55,317 1,132,239 10,327,392 391,244 10,718,636 (1,034,944) 9,683,691

セグメント利益

又は損失（△）
33,892 37,144 △2,641 68,394 28,057 96,451 9,352 105,804

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車用品販売、フォー

クリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでいる。

　　　２．セグメント利益又は損失の調整額9,352千円は、セグメント間取引消去である。

　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はない。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物運送
関連

不動産
賃貸
（注）４

石油製品
販売

計

営業収益         

外部顧客への

営業収益
9,322,676 - 414,724 9,737,401 106,684 9,844,086 - 9,844,086

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

6,280 - 776,720 783,000 298,863 1,081,864 (1,081,864) -

計 9,328,957 - 1,191,444 10,520,402 405,548 10,925,950 (1,081,864) 9,844,086

セグメント利益

又は損失（△）
107,815 △17,842 △1,792 88,180 31,453 119,634 9,205 128,839

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車用品販売、フォー

クリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでいる。

　　　２．セグメント利益又は損失の調整額9,205千円は、セグメント間取引消去である。

　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　　　４．前期に賃貸契約が終了し、現在入居者を募集中である。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はない。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2円43銭 2円98銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 50,362 61,652

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 50,362 61,652

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,658 20,655

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

（重要な後発事象）

　     該当事項はない。

 

２【その他】

　該当事項はない。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成26年８月５日

岡山県貨物運送株式会社   

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人 トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　　明　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　　昇　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡山県貨物運送

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日か

ら平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡山県貨物運送株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。

　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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